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定地水温の旬平均値（℃）    (下段は偏差) 

期間 伊東 稲取 下田 雲見 沼津 焼津 地頭方 
上 14.3  15.4  15.1  14.8  14.7  14.6  12.2  
旬 0.7  1.4  1.4  0.4  0.5  1.1  0.4  
中 14.1  15.4  14.4  14.5  14.7  13.9  12.3  
旬 0.3  1.2  0.4  -0.2  -0.1  0.1  -0.1  
下 14.2  15.3  15.1  15.2  15.5  14.4  13.4  
旬 0.1  0.8  0.8  -0.1  0.3  0.1  0.2  
月平均 14.2  15.4  14.8  14.9  15.0  14.3  12.7  

 0.4  1.1  0.8  0.1  0.2  0.4  0.2  
  

[黒潮流路] 

 前月に見られた九州東岸沖から足摺岬沖までの蛇行の東端は、３月初旬に室戸岬に達し、黒潮は潮

岬に接岸した。遠州灘沖では、33゚ 30Ｎ付近を東進し、御蔵島・三宅島付近を通って房総沖を北東に

流れた。 

 後半（3月26日～4月1日）は、九州東岸沖から室戸岬沖で離岸し、潮岬に接岸した。遠州灘沖で

は、33゚ 30Ｎ付近を東進、イナンバ付近で小さく蛇行し、御蔵島・三宅島付近を通って、房総半島に

接岸して流れた。 

 

[県下沿岸域] 

 県下の定地水温は、伊豆東岸では13～15℃台、伊豆西岸では12～16℃台、駿河湾東岸では、11～14℃

台で経過した。稲取、下田が平年よりも高めであったが、他の観測点は平年並みであった。 

 

[竿釣近海カツオ] 

 ３月の県内主要５港（沼津、清水、焼津、小川、御前崎）における近海カツオの水揚量は1,591ﾄﾝ

で前年同期の1.7倍であった。魚価は220円／kgで、前年同期を大きく下回った。 

 21゚ ～24゚ N、139゚ ～144゚ E（表面水温23～26℃）と25゚ ～28゚ N、138゚ ～141゚ E（表面水温21

～25℃）で漁場が形成され、前者は大、中、特大、小、後者は特大、特特大、大、中カツオを漁獲し

た。 

竿釣近海カツオ水揚量   （県内主要５港） 

期 間 水揚量 

（ﾄﾝ） 

水揚 

隻数 

水揚量／隻 

（ﾄﾝ） 

平均単価 

（円／kg） 

 15年3月上旬  510 19  26.8 237 

 中旬  401 20  20.1 260 

 下旬  680 28  24.3 183 

 15年 3月計  1,591 67  23.7 220 

 14年 3月計  923 55  16.8 363 

 13年 3月計  628 78  8.1 650 

 

[定置網] 

 平成15年3月、伊豆半島東岸大型定置網８か統（伊豆山、古網、赤石、川奈、富戸、赤沢、北川、

谷津）における水揚量は453トンであった。１漁場当たり水揚量56.6トンは、前年56.9トンの99％、

平年値（昭和57～平成14年平均値）45.1トンの1.3倍であった。 

 魚種別にみると、①マアジ193トン（前年の97％、平年の2.0倍）②カタクチイシ157トン（前年

の71％、平年の2.7倍）③スルメイカ45.5トン（前年の6.6倍、平年の2.4倍）④ブリ18.1トン（前

年の10倍、平年の1.1倍）⑤サバ類9.5トン（前年の6.6倍、平年の34％）の順に多かった。 

 マアジは川奈で最も多く入網し、マアジ全漁獲量の３割を占め、尾叉長のモードは15～18cmであっ

た。カタクチイワシは北川で最も多く入網し、マアジと合わせると定置網全漁獲量の８割を占めた。

スルメイカは古網、富戸、北川を中心に入網し、本種の外套背長のモードは27cmであった。ブリは平

均体重7.1kgの銘柄ぶりが2,549尾入網し、川奈がぶり全漁獲量の８割を占めた。 

 漁場別水揚量は、カタクチイワシの漁獲が多かった北川(108トン)、マアジの漁獲が多かった川奈

（95トン）及び赤石（66トン）の順であった。 



[まき網] 

 静浦港では、８か月ぶりにマイワシの水揚があったが、1.3トンと極めて少なかった。カタクチイ

ワシの水揚げはなかった。 

 伊東港では、マイワシは2.1トンの水揚であったが、低調であった。 

 小川港では、23トンのマイワシが水揚され、前年同期（10トン）の2.2倍になったが、平年同期（過

去５か年平均：82トン）の28％に過ぎなかった。 

 

[サクラエビ船曳網] 

 平成15年春漁は3月26日夜に初漁となった。３月の操業は26日の操業のみで、漁獲量は47トン

であった。漁獲されたサクラエビの体長組成を見ると、体長24mm～44mmとばらつきがあるものの、36mm

にモードを持ち34mm～37mmが主体となって漁獲されている。 

 

サクラエビ水揚量 

期 間 水揚量 

（ﾄﾝ） 
日数 １日１か統当り 

（kg） 
漁 場 

平成15年3月 上旬 

中旬 

下旬 

－ 

－ 

47 

－ 

－ 

1 

－ 

－ 

 平均 779 

－ 

－ 

漁場探索 

平成15年3月 計  47 1  平均 779 － 

平成14年3月 計  61 1  平均 1,022 漁場探索 

平成13年3月 計  13 1  平均 215 漁場探索 

 

[サバたもすくい棒受網] 

 小川港にはゴマサバが1,035トン水揚された。漁場は三宅島近海を中心に銭洲に形成され、尾叉長

27～28cmと33～34cmの大きさものが主に漁獲された。１kg当たりの平均単価は177円であった。 

 

小川港 サバ類（たもすくい・棒受網漁業）水揚量 

期 間 水揚量 

（ﾄﾝ） 

日数 延隻数 1隻当り 

（ﾄﾝ） 

漁 場 

 平成15年 上旬 

 3月 中旬 

 下旬 

 221 

 418 

 396 

 2 

 5 

 5 

10 

34 

25 

22.1 

12.3 

15.8 

 三宅 

 三宅、銭洲 

 三宅、三本 

     計  1,035  12 69 15.0 －－－－－－－－ 

 平成14年3月  664  9 36 18.4  三宅、三本 

 平成13年3月  541  7 33 16.4  三宅、三本 

 

 [シラス船曳網] 

 今月21日より解禁となり、１日１か統当り水揚量は、駿河湾で220kg、遠州灘で109kgだった。主

要６港平均では151kgと前年同期の2.8倍、平年同期（過去５か年平均：270kg）の56％であった。

３月の総水揚量は前年同期の6.0倍、平年（93トン）の25％で、極めて不漁であった昨年同期と比べ

ると大幅に増えた。 

 

シラス水揚量（主要６港） 

漁 港 水揚量 

（ﾄﾝ） 

日数 統数 平均漁獲量 

（kg／統／日） 
平均単価 

（円／kg） 

新 居 0.4 2  6  69  1,307 

舞 阪 3.0 3  22  137  952 

福 田 2.9 2  38  77  303 

御前崎 3.8 3  27  139  551 

吉 田 0 0  0  －  － 

静 岡 12.8 3  58  220  451 

平成15年3月計 22.9 －  151  （平均）151  （平均）530 

平成14年3月計 3.8 －  71  54  873 

平成13年3月計 34.9 －  339  103  603 

 

[調査船の動向] 

富 士 丸 

3月7日 中間検査及びペンドック工事のため清水三保造船に回航(1日間) 

3月31日 中間検査及びペンドック工事終了により焼津港に回航(1日間) 

駿 河 丸 

3月5～6日 地先定点観測（駿河湾・遠州灘・伊豆）(2日間) 

3月10日 ペンドック工事のため焼津ドックに回航(1日間) 

3月27日 ペンドック工事終了により小川港に回航(1日間) 

 


